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【研究のポイント】 

●東北メディカル・メガバンク（TMM）計画地域住民コホート調査参加者のうち、いわて東北

メディカル・メガバンク機構が実施した健康調査に参加された者 5,095 人を対象として末

梢血から骨代謝マーカーを測定し、冠動脈疾患リスクスコアとの関連を探索しました。 

●骨代謝マーカーの一つであるⅠ型プロコラーゲン-N-プロペプチドが冠動脈疾患リスクス

コアと関連があることがわかりました。  

●Ⅰ型プロコラーゲン-N-プロペプチドと、動脈硬化の程度を示す脈派伝播速度が関連が

あることも同時にわかっており、Ⅰ型プロコラーゲン-N-プロペプチドが動脈硬化の進展

に関与している可能性があります。 

 

【概要】 

 骨代謝マーカー*１は骨粗鬆症の診断・治療に広く使用されています。骨代謝は動脈

硬化に影響があるとされていますが、地域住民コホートを用いた動脈硬化との関連や

冠動脈疾患のリスク因子との関わりについては報告がありませんでした。 



そこで本研究チームは、東北メディカル・メガバンク計画地域住民コホート調査の参

加者 5,095 名の方から提供いただいた血液中の骨代謝マーカー(Ⅰ型プロコラーゲン-

N-プロペプチド、Ⅰ型コラーゲン架橋 N−テロペプチド、骨型アルカリホスファターゼ、

副甲状腺ホルモン)を測定し、その他の生化学・血算データや生理機能を用いて、骨代

謝マーカーと冠動脈疾患リスクスコアとの関連を調査しました。その結果、Ⅰ型プロコラ

ーゲン-N-プロペプチドと冠動脈疾患リスクスコアに関連があることがわかりました。ま

た、Ⅰ型プロコラーゲン-N-プロペプチドは動脈硬化の指標として用いられる脈波伝播

速度＊2 とも関連を認めました。本研究結果は過去に報告がなく、早期の動脈硬化のメ

カニズムの解明に繋がる可能性があります。 

 

【まとめと展望】 

 本研究では、Ⅰ型プロコラーゲン-N-プロペプチドが動脈硬化や冠動脈疾患リスクと

関連があることがわかりました。骨代謝マーカーを測定することで心疾患リスクを別の視

点から評価できる可能性があり、さらなる研究が期待されます。 

 

【用語解説】 

 

＊１骨代謝マーカー 

骨代謝とは、 古くなった骨は破骨細胞という細胞に壊され、その壊された部位を骨

芽細胞が修復し、骨を新しく作りかえる総称です。骨代謝マーカーとは、骨代謝を司

る因子で、閉経などによって骨代謝マーカーの異常が生じることで骨粗鬆症を引き

起こすことが報告されています。近年、骨代謝マーカーが動脈硬化に関連があるこ

とが報告されています。  

 

＊2 脈波伝搬速度 

脈派伝搬速度とは両上下肢の血圧を同時に測定し、脈派の伝搬速度を調べる検査

です。脈は伝搬速度が高値であれば高値であるほど、動脈硬化が進行していること

がわかっています。 

 

 


